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研究成果の概要（和文）：大学入試における小論文・作文の歴史研究として『「いい文章」ってなんだ―入試作文・小
論文の歴史』（ちくま新書）を刊行した。また、近代日本におけるリテラシー能力のありようを考える過程で論文集『
高度経済成長期の文学』（ひつじ書房）、『「月刊読売」解題・詳細総目次・執筆者索引』（三人社）をまとめること
ができた。大学生のリテラシー能力を涵養するためのテキストとして『戦争を〈読む〉』（ひつじ書房）を編んだ。個
別の研究としては「雑誌「小説春秋」はなぜ歴史の後景に消えたのか？―附・総目次」（「敍説」Ⅲ-10）、「戦前に
おける〈近代文学の教科書〉」（「日本文学」727）など15本の論文を書き、口頭発表も行った。

研究成果の概要（英文）：Firstly, I have published a book titled What does it all mean to write an  excelle
nt essay in the perspective of the history of examination? (Chikuma Shobou, 2010) as a result of research 
project on the history of essay writing in the Japanese university entrance examination. Secondly, I have 
published another book, Collected Papers on Japanese literature in the period of rapid economic growth fro
m 1950s to 1980s (Hitsuji Shobou, 2012), which has been completed in the process of considering the state 
of literacy in modern Japanese. Thirdly, I have published, as one of editors, The Reading of Wars (Hitsuji
 Shobou, 2013), for the purpose of improving cultural literacy in university students. Fourthly, I have wr
itten fifteen papers, including Why did the magazine SHOSETSU SHUNJYU disappear in the history? --- with t
he appendix: the complete table of contents of the magazine---(Josetsu 10, 2013), and A Textbook on modern
 literature in the Pre-War(NIHON BUNGAKU  No.727, 2013). 
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１．研究開始当初の背景 

大学入学試験にマークシート方式が導入さ

れて以降、受験生の文章表現力を見極める手

段として急速に発達した科目に小論文があ

る。だが、受験科目としての小論文に関して

は、その評価基準なども曖昧なままであり、

受験科目としての客観性がほとんど問われ

ないまま、各大学の個別的判断に委ねられて

いる状況である。本研究は、歴史的経緯を踏

まえながらそうした現状を明らかにし、小論

文入試の内容、受験対策のあり方、授業との

関係などを検証しようとするものである。 

 
２．研究の目的 

本研究の主な目的は、日本の高等教育におい

てリテラシー能力というものがどのように

位置づけられ、どのような方法を用いてその

能力向上が図られてきたかを総合的に考察

することである。また、そうした検証を行う

ことによってこれからの高校教育・大学教育

における現代文科目のあり方、リテラシー能

力を向上させるための教育プログラム、授業

カリキュラムについても一定の提言を行う

ことができると考えた。具体的には、（1）論

文入試にどのような文章が出題され、どのよ

うな設問が用意されてきたのかという観点

に立ち、1960年代後半から現在までの入試問

題を解析する。（2）教科書や読本、参考書の

記述内容を分析することによって、小論文入

試において求められてきたリテラシー能力

とはどのようなものであったかを考察する。

（3）高度経済成長期以降の文学教育のあり

方と、その影響下に育った学生のリテラシー

能力の相関性について検証する。（4）リテラ

シー能力の育成という観点から文部省の政

策や教育思想を検証し小論文という科目の

社会的・政治的な役割を明らかにする。（5）

特に選択問題やマークシートの導入によっ

て、文章の読解能力のあり方がどのように変

化してきたかを検証し、将来の大学入試にお

ける小論文の問題作成に関する知見を示す。

――以上を目的として掲げた。 
 
３．研究の方法 

本研究では、まず初年度に研究対象とする19

60年代後半から現在までの小論文入試に関す

る試験問題、参考書、同時代の受験雑誌、入

学試験に関する諸資料などを収集し、その内

容をデータベース化していく作業を行った。

また、そこで収集した情報をもとに、入学試

験の出題文、設問傾向、出題文の作者、各学

校の特色などについて分析を行い、小論文そ

のものの歴史と変化を詳細に分析した。さら

に、そこで収集した情報をもとに、入学試験

の出題文、設問傾向、出題文の作者、各学校

の特色などについて分析を行い、小論文その

ものの歴史と変化を詳細に分析した。代表者

は本研究に着手する以前に、入試現代文関連

の論文８本と著書１冊を発表しており、事実

上、研究活動は始動していたわけだが、科学

研究費を取得することで資料をより効率的に

入手し、近代日本におけるリテラシー能力の

育成という問題にまで範囲を広げて、問題を

総合的な観点から研究できたと考えている。 

 

４．研究成果 

この 5年間の研究を通じて、本研究テーマに

関連する単著を 3冊発行するとともに、編著

1冊、論文 11本を発表した。特に、『「いい文

章」ってなんだ――入試作文・小論文の歴史』

（ちくま新書・2010年）は、本研究の中核的

な課題をまとめたものであり、巻末にはデー

タベースとして作成した戦前期の作文課題

一覧なども収録した。また、論文「戦前にお

ける〈近代文学〉の教科書」（「日本文学」2014

年）では、特に戦前の高等教育機関における

文学教育の諸相を実証的に研究し、文章表現

の規範がどのようにして形成されていった

のかを明らかにした。また、こうした研究活

動をふまえて、現在、朝日新聞社とベネッセ

が主催している「語彙・読解力検定試験」の

問題作成やコンセプトのプランニングに携



わり、文章を理解するとはどういうことか、

よりよい文章を書くためにはどのような能

力が必要なのかを探究している。 
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